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第６学年 社会科学習指導案 

令和３年５月２６日（水) 

江東区立八名川小学校 

第６学年１組 ２７名 

指導者 菊地弘明（印略） 

 

 

 

１ 小単元名 

  国の政治のしくみと選挙（東京書籍）（全１１時間） 

 

２ 小単元の目標と観点別評価規準 

（１）小単元の目標 

我が国の政治の仕組みについて、調査したり各種の資料で調べたりしてまとめることで、我が国の民主政治

は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを理解するとともに、国会、内閣、裁判所と国民との関わ

りを考え、表現することを通して、立法、行政、司法の三権がそれぞれの役割を果たしていることを理解す

る。主体的に問題を追究・解決しようとする態度や、学習したことを基に国民としての政治への関わり方につ

いて多角的に考えようとする態度を養う。 

（２）小単元の観点別評価規準 

評価の観点 単元の評価基準 

知識・技能 

・我が国の政治は、国民主権の考え方の下、国民生活の安定と向上を図る大切な働きをしている

ことを理解している。 

・調査したり、各種の資料で調べたりして、まとめている。 

・日本国憲法は国家の理想、天皇の地位、国民としての権利及び義務など国家や国民生活の基本

を定めていることや、現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいている

ことを理解しているとともに、立法・行政・司法の三権がそれぞれの役割を果たしていること

を理解している。 

思考・判

断・表現 

・日本国憲法の基本的な考え方や、政策の内容や計画から実施までの過程、法令や予算との関わ

りなどに着目して、国の政治の取り組みを捉え、国民生活における政治の働きを考え、表現し

ている。 

・国会、内閣、裁判所の働きと国民を関連付けて考えたり、学習したことを基に国民としての政

治への関わり方について多角的に考えたりして、表現している。 

主体的に学

習に取り組

む態度 

・国会、内閣、裁判所のそれぞれの役割などについて関心をもち、問題解決の見通しをもって、

主体的に学習問題を追究している。 

・我が国の政治の働きを基によりよい社会を考え、学習したことを社会生活に生かそうとしたり

している。 

 

３ 児童の実態 

 本クラスの児童は、積極的に学習に取り組む児童が多い。学習が苦手とする児童も在籍するが、全体として学

習塾等に通っている児童の割合も高く総じて学力は高い。すでに第６学年の学習を終え、受験勉強に勤しむ児童

もいる。昨年度のワークテスト結果によると、知技、思考共に高い水準であり、平均正答率は 90％であった

（figure1,2）。ワークテストは選択式問題が多いため、学習内容を記述する力を高めたい。また、数人の意欲の

低い児童がノイジーマイノリティとして存在するが、その要因として、低学力、無気力、高学力が考えられ、学

習内容の難易度と意欲のずれが生じている。それぞれの児童に合った難易度が設定できるような弾力的な学習を

進めていきたい。 

新しい時代を切り拓く資質・能力のある子の育成 

～問題解決的な学習を通して～ 
研究主題 
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４ 単元設定の理由 

（１）学習指導要領との関連や配慮事項（抜粋。太字は、指導案作成において特に重視した箇所） 

(1)  我が国の政治の働きについて、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

  ア  日本国憲法は国家の理想、天皇の地位、国民としての権利及び義務など国家や国民生活の基本を定

めていることや、現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを理解す

るとともに、立法、行政、司法の三権がそれぞれの役割を果たしていることを理解すること。 

  イ  国や地方公共団体の政治は、国民主権の考え方の下、国民生活の安定と向上を図る大切な働きをし

ていることを理解すること。 

  ウ  見学・調査したり各種の資料で調べたりして、まとめること。 

 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

  ア  日本国憲法の基本的な考え方に着目して、我が国の民主政治を捉え、日本国憲法が国民生活に果た

す役割や、国会、内閣、裁判所と国民との関わりを考え、表現すること。 

  イ  政策の内容や計画から実施までの過程、法令や予算との関わりなどに着目して、国や地方公共団体

の政治の取組を捉え、国民生活における政治の働きを考え、表現すること。 

内容の取扱いについて、以下の２点の理解を特に重点として計画した。様々な立場から多角的に考え、義務

や責任などと関連付けて自分の考えをまとめることができるようにする。 

・租税が国や県、市によって行われている対策や事業などの費用として使われていること 

・限られた財源をどのように配分するのかを決める責任は、国会や地方議会などの制度を通して、国民や住

民にあること 

（２）研究テーマの捉え方 

【提案１】教材の工夫について 

  内容の取り扱いとして租税をクローズアップし、討論を伴う学習と江東区立教育推進協議会事務局の

主催する租税教室を依頼、「追究する」段階に位置づけた。租税教室を加えることで、「いかす」段階に

向け、さらに考えさせたい問いを引き出す学習として位置づけた。 

【提案２】学習過程の工夫について 

  個別最適化の学習を目指し、第１時に書き出した一人一人の問いについて、学習課題を設定するため

の問いだけでなく、「個人の問い」として学習課題に平行して追究できるようにした。「追究する」段階

では、毎時間の内容について、①調べる、②話し合う、③自分の考えをもつ、という流れを設定した。

毎時間の学習の週末に「見方・考え方を働かせる問い」を投げかけ、社会的な見方・考え方を働かせる

ことができるようにした。記述での回答を求めるこの問いは、単元のまとめの際に毎時間の自分の考え

として活用できるよう工夫した。 

【提案３】学習活動の工夫について 

  今年度導入された Chromebook を使用し、「追究する」段階の毎時間、学習内容を一文程度でまとめる

活動を学習の終盤に位置づけた。Benesse「ミライシード」内ムーブノートに毎時間入力するようにし、

Figure 1 昨年度のワークテスト平均(知技) Figure 2 昨年度のワークテスト平均(思考) 
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「ねらいに迫る問い」に対する答えとして表現させた。本時の学習では思考ツールとして Benesse「ミラ

イシード」内オクリンクを使用した。オクリンクを使用することで討論時に誰がどの意見を選んだか一

瞥でき、選んだ理由を書くことができると考えた。 

（３）金融教育プログラムとの関連 

本単元で取り扱う内容は、「金融教育プログラム 学校における金融教育の年齢職層別目標」のうち、以下

の目標に該当する。 

Ｂ 金融や経済の仕組みに関する分野 

ア お金や金融の働き 

暮らしを通じてお金の様々な働きを理解する（社会） 

ウ 経済変動と経済政策 

税金の主な種類とその意義、ならびに納税が国民の義務であることを理解する（社会） 

エ 経済社会の諸課題 

自分の暮らしと関連付けながら社会で起こっている問題に関心をもつ 

日本国憲法の学習の中で、基本的人権を学習した折に国民の義務、特に納税の義務について重点的に指導を

行った。本単元では、租税の主な種類とその意義について取り上げたい。教科書と資料集での記載は、対象者

や支払うタイミング、国の収入と支出についての記載に留まっている。そこで、東京都租税教室推進協議会が

発行する「税金のはなし」を活用させて調べ学習を進めさせる。「税金のはなし」は、税金の種類、流れ、納め

方が分かりやすくまとめてあり、児童個人の問いに充分対応できると考えた。また、江東区税務署による租税

教室を招聘した。租税教室での税理士による体験的な活動で租税の仕組みについて捉えられるようにした。 

 

５ 小単元の学習過程（全 11 時間） 

 時 主な学習活動・学習内容 主な評価の観点と方法 

問
い
を
も
つ      

１ ○国の政治に対する問いをもつ。 

・個人の問いをもつ。 

［態度］短冊／問い 

２ ○出し合った問いを基に学習課題を設定し、学習計画を立てる。 

 

 

追
究
す
る 

３ ○国会の働きについて調べ、まとめる。 

【問い】国会ではどのように話し合いが行われているのだろうか。 

・国会について調べる。 

・国会の働きについて整理し、問いに即してまとめる。 

「選挙で選ばれた国会議員によって、法律や予算が多数決で決め

られている。」 

［知技］ノート／調べた内容 

［思考］ 

ムーブノート／問いに対する

考え 

４ 

 

○選挙のしくみ、税金の働きについて調べ、まとめる。 

【問い】選挙や税金は、わたしたちのくらしにどのように関係して

いるのだろうか。 

・選挙に関する資料を収集して調べる。 

・選挙のしくみについて整理し、問いに即してまとめる。 

「国の税金の集められ方や使われ方は、選挙で選ばれた国会議員

によって決められる。」 

 

【学習問題】 政治はどのように進められているのだろうか 
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５
〈
本
時
〉 

 ○選挙と税金について自分の考えをもつ。 

【問い】選挙に参加する際にどのようなことを考える必要がある

だろうか。 

・税金に関する資料を収集して調べる。 

・税金の働きについて整理し、問いに即してまとめる。 

「候補者の考えを比較し、自分の考えに合った候補者を選ぶよう

にする。」 

［思考］ 

オクリンク／投票先とその理

由 

ムーブノート／問いに対する

考え 

６ ○内閣の働きについて調べ、まとめる。 

【問い】内閣と国会は、どのように関係しているのだろうか。 

・内閣に関する資料を収集して調べる。 

・内閣の働きについて整理し、問いに即してまとめる。 

「内閣は、国会で決められた法律や予算に基づいて内閣総理大臣

を中心に国民のためにいろいろな仕事をし、省や庁が実際の仕

事を受けもっている。」 

［知技］ノート／調べた内容 

［思考］ 

ムーブノート／問いに対する

考え 

７ ○裁判所の働きについて調べ、まとめる。 

【問い】裁判所は、わたしたちの生活にどのように関係しているの

だろうか。 

・裁判所に関する資料を収集して調べる。 

・裁判所の働きについて整理し、問いに即してまとめる。 

「裁判所は、法律に基づいて、様々な問題を解決し、国民の権利を

分担している。」 

［知技］ノート／調べた内容 

［思考］ 

ムーブノート／問いに対する

考え 

ま
と
め
る 

  

８ ○国会と内閣と裁判所、国民の関係を まとめる。 

・三権分立図を作る。 

・昨年度の首相官邸HPに掲載されていた三権分立図がなぜ修正さ

れたのか考え、自分の考えをもつ。 

［思考］ 

ワークシート／図 

９ ○学習内容の理解度を確認する。 

・ワークテストを解答する。 

［知技］［思考］ 

ワークテスト／解答 

1

0 

○税理士の先生と税金のしくみを考 える。 

・税金について体験活動を通して知る。 

 

い
か
す 

 1

1 

○将来、政治に参加する心構えを考える。 

【さらに考えたい問い】わたしたちは政治に参加するためにどの

ような心構えをもつべきだろうか。 

・既習事項をもとに、政治に参加するためにどのような心構えや

力を身につけるべきか話し合う。 

［思考］ 

はがき新聞／心構え 
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６ 本時の指導（５／11 時間） 

（１）本時のねらい 

選挙のしくみを調べることを通して、国会での話し合いは選挙で選ばれた国会議員により進められている

ことや、国会議員によって国民が納めた税金の使われ方が決められていることを理解する。 

（２）本時の展開 

 児童の学習活動 資料・教材 ・指導上の留意点 □評価 

導 

入 

１ 選挙や税金の課題を振り返る。 

 

２ 選挙と税金について自分の考えをもつための問いを

もつ。 

 

 

・教師用デジタ

ル教科書 

・動画を流し、投票率の低下

や女性参政権の獲得につい

て確認させる。 

展 

開 

３ 教科書 P26「各政党の主張」を見て、どちらの政

党を選ぶか自分の考えをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

説 得力を もたせ るため に必要 に応じ て

chromebook で調べる。 

「ミライシード」内「オクリンク」のカードを作

成する。カードは選んだ党の色にし、枠内に選ん

だ意見を記入する。 

４ 討論する。 

 オクリンクの LIVE モニタリング画面をディス

プレイに投影し、選んだ党の多少を判断、少数意

見から発言する。 

５ 討論の内容を踏まえ、最終的な意見を２枚目の

カードにまとめる。 

  ２枚目のカードを最終的に選んだ党の色にし、

枠内に選んだ意見を記入する。 

・各政党の主張 

・ミライシード 

（オクリンク） 

※児童機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ディスプレイ 

・ミライシード 

（オクリンク） 

※教員機 

・オクリンクは、国語科「聞い

て、考えを深めよう」の単元

で使用し、操作方法を理解

させるようにしておく。（カ

リキュラム・マネジメント） 

［態度］オクリンク／ 

正当な根拠をもって政党を

選び、カードにまとめるこ

とができる。 

 

 

 

 

 

・教師は、児童の意見を要約

し、黒板に板書していく。児

童には、必要な内容をノー

トにメモを取らせる。 

［態度］討論／ 

主体的に討論に参加してい

る。 

［思考］発言／ 

説得力のある明確な根拠が

示されている。 

ま 

と 

め 

６ 選挙に参加する際にどのようなことを考える必

要があるか、「ムーブノート」に書く。 

 

 

 

・ミライシード 

（ムーブノート） 

［思考］ノート／ 

選挙権を得たときに投票の

前に必要な考えが書ける。 

 

選挙に参加する際にどのようなことを考える必要があるだろうか。 

候補者の考えを比較し、自分の考えに合った候補

者を選ぶ。候補者がいない場合、立候補もできる。 

A 党：お年寄りの人口が増えているので、医療に

関する公共的なサービスを維持するため

に、消費税を増税します。 

B 党：国民に負担のかかる増税は、するべきでは

ありません。まずは、税金の使われ方を見

直すことが大切です。 


